
全
国
ご
寺
院
の
皆
さ
ま
へ 

 

東
日
本
大
震
災 

三
回
忌
追
悼 

並
び
に
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
法
要
の
お
願
い 

  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に

続
く
大
津
波
に
よ
り
、
太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
死
者
一
五
、
八
七
九
人
、
行
方
不
明
者

二
、
七
一
二
人
（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
現
在
警
察
庁
発
表
）
と
い
う
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
発
表

の
避
難
者
は
、
三
二
一
、
四
三
三
人
に
上
り
ま
す
。
さ
ら
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
飛
散
は
、
広
範
囲
の
地
域
を
汚
染
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
は
、
除
染
作
業
を
含
め
、
長
い
年
月
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

本
会
は
、
政
府
取
り
わ
け
復
興
庁
に
対
し
、
被
災
地
の
神
社
仏
閣
を
含
め
た
地
域
の
伝
統

文
化
に
関
わ
る
施
設
は
被
災
者
の
方
々
の
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
被
災
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
構
築
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
復
旧
・
復
興
の
計
画
に
盛
り
こ
ま
れ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
ま
も
な
く
二
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
来
る
三
月
十
一
日
、
被
災
地
の
ご
寺
院
は
も
と
よ
り
各
ご
宗
派
の
ご
本
山
、
全
国
の

ご
寺
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
三
回
忌
を
追
悼
し
、
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
成
就
を
祈
願
す
る
法
要
を
厳
修
い
た
だ
き
、
併
せ
て
、
地
震
発
生
時
刻
の

午
後
二
時
四
十
六
分
に
、
梵
鐘
を
撞
い
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ぞ
か
し
大
変
な
、
苦
悩
の
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
法
要
が
、
ご
遺
族
は
も
と
よ
り
、
深
い
悲
し
み
の
中
に
あ
る
全
て
の

方
々
の
心
に
安
ら
ぎ
の
灯
を
点
し
、
こ
れ
か
ら
共
に
歩
む
べ
き
道
を
照
ら
す
一
条
の
光
と
な

り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
は
、
よ
う
や
く
緒
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
協

働
し
、
長
い
支
援
を
志
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
心
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
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全
日
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